
著者名 請求番号 出版社

福井県立図書館 015.2 ﾌｸ  講談社

ｼｮｰﾝ･ﾊﾞｲｾﾙ  024.8 ﾊﾞｲ  白水社

自由国民社 031 ｼﾞ 2022 自由国民社

大澤 夏美 069 ｵｵ  国書刊行会

佐渡島 庸平 141.5 ｻﾄﾞ  SBｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ

東畑 開人 146.8 ﾄｳ  文藝春秋

中島 岳志 151.5 ﾅｶ  ﾐｼﾏ社

飯山 陽 167 ｲｲ  扶桑社

武井 彩佳 230.7 ﾀｹ  中央公論新社

304 2022  文藝春秋

山本 康正 335.1 ﾔﾏ  祥伝社

ﾛﾊﾞｰﾄ･B.ﾁｬﾙﾃﾞｨｰﾆ  361.4 ﾁｬ  誠信書房

坪田 信貴 379.9 ﾂﾎﾞ  SBｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ

寺田 寅彦 ほか 404 ﾁｭ  中央公論新社

松尾 佑一 407 ﾏﾂ  光文社

小林 亜津子 490.1 ｺﾊﾞ  筑摩書房

山本 健人 490.4 ﾔﾏ  ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ社

筧 裕介  ほか 493.7 ｶｹ  ﾗｲﾂ社

伊藤 亜紗 496.9 ｲﾄ  医学書院

講談社 596 ｺｳ  講談社

池田 浩明  596.6 ｲｹ  誠文堂新光社

川内 有緒 706.9 ｶﾜ  集英社

780.6 角川書店

高野 秀行 796 ﾀｶ  扶桑社

田中 泰延 809.2 ﾀﾅ  ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ社

久保田 麻美 809.6 ｸﾎﾞ  翔泳社

石黒 圭 816 ｲｼ  東京堂出版

中島 京子 913.6 ﾅｶ  中央公論新社

伊坂 幸太郎 913.6 ｲｻ  朝日新聞出版

池井戸 潤 913.6 ｲｹ  角川書店

原田 ひ香 913.6 ﾊﾗ  中央公論新社

こだま ひろこ 913.6 ｺﾀﾞ  新潮社

西 加奈子 913.6 ﾆｼ  新潮社

阿部 智里 913.6 ｱﾍﾞ 2-2 文藝春秋

群 ようこ 914.6 ﾑﾚ  角川書店

林 尹夫 916 ﾊﾔ  三人社

頭木 弘樹 916 ｶｼ  医学書院

竹内 康浩  930.2 ﾀｹ  新潮社

ｱﾝｿﾆｰ･ﾎﾛｳﾞｨｯﾂ  933.7 ﾎﾛ 1・2 東京創元社

新着本の紹介　

書　　　名

０００　総　記

100万回死んだねこ 覚え違いﾀｲﾄﾙ集

ﾌﾞｯｸｾﾗｰｽﾞ･ﾀﾞｲｱﾘｰ ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ最大の古書店の一年

現代用語の基礎知識 2022

影響力の武器 なぜ､人は動かされるのか 第3版

ﾐｭｰｼﾞｱﾑｸﾞｯｽﾞのﾁｶﾗ

１００　哲学・心理学

観察力の鍛え方 一流のｸﾘｴｲﾀｰは世界をどう見ているのか

心はどこへ消えた?

思いがけず利他

ｲｽﾗﾑ教再考 18億人が信仰する世界宗教の実相

２００歴史・地理

歴史修正主義 ﾋﾄﾗｰ賛美､ﾎﾛｺｰｽﾄ否定論から法規制まで

３００　社会科学

文藝春秋ｵﾋﾟﾆｵﾝ2022年の論点100

世界を変える5つのﾃｸﾉﾛｼﾞｰ SDGs､ESGの最前線

７００　芸　術

｢人に迷惑をかけるな｣と言ってはいけない

４００　自然科学

教科書名短篇 科学随筆集

理系研究者の｢実験ﾒｼ｣ 科学の力で解決!食にまつわる疑問

QOLって何だろう 医療とｹｱの生命倫理

すばらしい人体 あなたの体をめぐる知的冒険

認知症世界の歩き方 認知症のある人の頭の中をのぞいてみたら?

どもる体

５００　技　術

Disneyおうちでごはん 東京ﾃﾞｨｽﾞﾆｰﾘｿﾞｰﾄ公式ﾚｼﾋﾟ集

ﾊﾟﾝのﾄﾘｾﾂ 知ればもっとおいしくなる!切り方･焼き方･味わい方

三千円の使いかた

目の見えない白鳥さんとｱｰﾄを見にいく

東京2020ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ公式記録集

将棋｢初段になれるかな｣大会議

８００　言　語

会って､話すこと｡ 自分のことはしゃべらない｡

はじめてのｸﾞﾗﾌｨｯｸﾚｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 考えを図にする､会議を絵にする｡

日本語文章ﾁｪｯｸ事典

９００　文　学

やさしい猫

ﾍﾟｯﾊﾟｰｽﾞ･ｺﾞｰｽﾄ

民王 ｼﾍﾞﾘｱの陰謀

謎ときｻﾘﾝｼﾞｬｰ ｢自殺｣したのは誰なのか

ﾖﾙｶﾞｵ殺人事件 上･下

小説津田梅子 ﾊﾄﾞｿﾝ河の約束 

夜が明ける

追憶の烏

咳をしても一人と一匹

戦没学徒林尹夫日記 完全版 わがいのち月明に燃ゆ

食べることと出すこと

２０２１年１２月号 No.１７５

令和３年１２月８日

発行／沼津東高等学校図書館

のつぶやき ビーだま・ビーすけの運命や何如？！

静岡県青少年読書感想文コンクール高等学校

の部において、一名が入選しました。

おめでとうございます。

28ＨＲ 臼井 和寿さん

題名 「秩序なき世界」

書名 『蠅の王』

ｳｨﾘｱﾑ･ｺﾞｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ/著 （新潮文庫）

冬休み中の図書館開館時間は下記の通りです。

本の貸出・返却、閲覧室の利用ができます。

＊自習室も同じく９：００～１６：００となります。

11月20日、創立120周年記念式典が行われました。

沼津東高は、沼津中学校として、明治32年の中学校令改正

に伴い、33年設置認可、34年開校。以来120年の歴史を刻む

ことになりました。記念館1階の同窓会事務局には式典や記

念誌発行の準備のために委員のかたが集まり準備をしてい

らっしゃいました。図書館にも東高の歴史を記す資料が数多

く収蔵されています。歴史のｱｰｶｲﾌﾞとしてのこれも図書館の

機能の一つです。

記念講演では本校卒業生の佐藤雅彦氏による講演が行われ

ました。

私たちの世代としては、「ﾊﾞｻﾞ-ﾙでござーる」や「ﾎﾟﾘﾝ

ｷｰ」などのCMが印象的で、「何かわからないけど心に残

る」ものでした。今回講演をうかがいこの「何かわからない

けど心に残る」の「何か」をうかがい知ることができました。

氏の講演は「なぜわかるのですか？」という「問い」から

始まりました。「なぜ紙を置いたということがわかるのか」

「なぜ見おとさないのか」。CMという短い時間のなかで正

確にﾒｯｾｰｼﾞを伝えるためにはどうすればいいのか。氏の手法

の一つ一つに理屈が先行してついていることが驚きでした。

「ﾊﾞｻﾞ-ﾙでござーる」や「ﾓﾙﾂ」「ﾎﾟﾘﾝｷｰ」など商品名を連

呼するのは、印象づけるための手法であり、その間隙に生じ

る無音の演出も計算されていたものであったとは30年経って

「なるほど」と腑に落ちた瞬間でした。

ひとの「認知」というものは不思議です。「なぜわかるの

か」とあえて問われてみて、その不思議さに気がつきます。

あたりまえだと思っていた「自分」という存在がちょっと不

思議な「ｸﾞﾚｰﾎﾞｯｸｽ」のように感じる。（ｸﾞﾚｰﾎﾞｯｸｽとはﾌﾞﾗｯ

ｸﾎﾞｯｸｽから私が今作った造語「ちょっとわかる気がする」と

いうﾆｭｱﾝｽ）このｸﾞﾚｰの透明度を上げるのはなかなか刺激的

な挑戦です。

さて、東高会場で起こった事件が一つ。講演最後に紹介さ

れた「ﾋﾞｰだまﾋﾞｰすけ」の冒険が何と途中で切れてしまい

「ﾋﾞｰすけはどうなった？」と会場がどよめきました。その

まま回線は復旧されず講演会は終了。後日うかがえば、「著

作権侵害」と配信ｼｽﾃﾑのＡＩが判断して遮断したそうな。

「AI勝手なことするなよ！」と思いましたが、「著作権」と

「AI」。まさに現代的なﾃｰﾏを象徴する事件でした。

図書館には佐藤雅彦氏の本のｺｰﾅｰがあります。ﾊﾟﾗﾊﾟﾗと気

軽に読めるものばかりです。ぜひ手に取ってみてください。

月 火 水 木 金 土 日

12/20 21 22 23 24 25 26

9:00 9:00 9:00 9:00
～ ～ ～ ～

17:00 17:00 17:00 16:00

12/27 28 29 30 31 1 2

9:00 9:00
～ ～

16:00 16:00

1/3 4 5 6 7 8 9

9:00 9:00
～ ～

16:00 17:00

閉館

閉館

閉館閉館閉館閉館閉館

終業式

16:00閉館

始業式

通常開館
閉館 閉館 閉館

閉館

佐藤雅彦氏の本を一部紹介します。

『新しい分かり方』
『考えの整頓 』

『解きたくなる数学』

付録抽選会 開催!!

12月13日（月）～17日（金）の間、雑誌等の付

録を図書館に展示します。

希望の付録を、図書館にある応募用紙に記入

し、抽選箱に入れて下さい。

たくさんのご応募をお待ちしています。

感動と記録を全て網羅した唯一の公式

記録集。完全受注生産の貴重本です。


